

マスローの欲求階層説

( レベル5：
自己実現欲求
 （自らの可能性を十全に発揮） 

( レベル4：自我欲求
（認められること、成就すること）

( レベル3：社会的欲求 
（集団に所属し、 有意義な関係を持つこと）

( レベル2：安全欲求
（危険の回避、保護、安全）

( レベル1：生理的欲求 
（生存に必要な食物、水、物資）



会員による会話：会員の欲求
会員1：__________________________________
会員2____________________________________
会員3_____________________________________
人間の動機に関する仮説
マグレガーのX理論とY理論
	X理論

	Y理論


	人間は、直接の監視または細かい賞罰制度のいずれかによって、厳重な監督を受けなければならない。

	ほとんどの人間は機会さえ与えられれば、積極性と生産性を発揮して仕事に取り組み、充実感を得る方法を見出すはずである。

	人間は一般に仕事を嫌うものである。
	組織の行動によって不愉快なものとならない限り、人間は当然のこととして仕事を楽しむことができる。


	ほとんどの場合、人間には自発性、創造性、問題解決の技能が備わっていない。彼らは、他者が決定を下すこと、その責任を負担することを希望している。

	人間は一般に向上心を持ち、自主と自制を希求し、効果的に問題を解決する。創造性は万人に等しく備わっている。

	ほとんどの人間にとって、最大の動機は経済的な報酬と安全である。
	人間を動機付けるものはさまざまであり、経済的な報酬や安全を求める人々は一部に過ぎない。 



会員による会話：委員長の方式
委員長1：__________________________________
	行動
	解決策（必要に応じて）

	
	


委員長2____________________________________
	行動
	解決策（必要に応じて）

	
	


刺激と障害
	動機付けを促す10の刺激

	1. 喜びと多様性に満ちたクラブ環境を構築する
2. すべての会員に目標と課題を持たせる
3. 功績を認め、これに報いる
4. 手本を示す
5. 計画立案の過程に会員を参加させる
6. 会員に継続的に情報を提供する
7. コミュニケーションを図る
8. 信頼を築く
9. 創造と革新を助長する
10. 耳を傾ける


	
	

	動機付けを妨げる10の障害

	1. クラブ内の雰囲気が勢力争いに満ちている
2. クラブ会員に期待する成果が不明確である
3. クラブ会員が従うべき規則が細かく定められている
4. 非生産的な例会に会員を出席させる
5. 活動の計画立案に当たって、友人や古くからの会員を優遇する
6. 情報を与えない
7. 建設的な助言ではなく、批判を加える
8. クラブ会員のスキルや興味を十分に活用しない
9. 細かく管理しようとする
10. 改革に抵抗する


クラブ調査に関する討議
	会員の欲求を満たしている分野
	成功の理由

	
	

	会員の欲求を満たしていない分野
	不成功の理由

	
	


行動計画
なぜ？（主要な目標）：


__











	何を？
(目標文)
	どうやって？
（行動手順）
	いつ？
（完了の期限）
	誰が？
（行動の責任者）
	指標
（各行動手順の完了をどうやって知るか？）

	
	
	
	
	


地方ライオンズ・リーダーシップ研究会








参加者マニュアル





 


セッションの目標





会員の動機付け





このセッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。





人間の動機に影響を及ぼす欲求のレベルを確認


動機を左右する刺激と障害を認識


ライオンズクラブの会員を動機付ける行動計画を立案





マスローの欲求階層説の解釈








